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Ⅰ は じ め に
保育者・教育者には，ピアノ演奏技術が必要であり，楽曲や伴奏の演奏，子どものうたの弾
き歌い，即興的な演奏ができる技能が求められている。また，保育士国家試験はもちろんのこ
と，幼稚園，保育所，認定こども園などの就職試験においても，課題の中にピアノの実技試験
が含まれていることが多い。しかし，本学こども学科に入学してくる学生のピアノ演奏の経験
の有無はさまざまなため，学生一人ひとりのレベルに合わせた指導が必須であり，保育者・教
育者に必要とされる技能を習得させるために，筆者らは試行錯誤しながら指導をおこなってき
た。平成25年にピアノ学習における導入期の指導を調査し，学生のピアノの取り組みについて，
現状と課題を報告している1）。さらに，平成28年には，学生が実技演習の中で音楽力をどのよ
うに引き出し，向上させるのか，入学後の1年前学期科目「器楽Ⅰ」での基礎学習から1年後学
期科目「器楽Ⅱ」の楽曲と弾き歌い導入についての現状と課題を報告している2）。
本稿は，それらの続報となるもので，2年前学期科目「器楽応用」の学生の取り組みと，
「器楽Ⅰ」「器楽Ⅱ」「器楽応用」をとおした学生の現状と課題について考察したものである。
Ⅱ ピアノ実技演習
1．入学前学習
入学後のピアノ学習を円滑に進められるよう考慮して，入学前ではそれぞれのレベルに合わ
せた課題を出している。初心者は，バイエルピアノ教則本（以下バイエルとする）の60番まで
練習し，読譜の学習も合わせて取り組むことを課題にしている。経験者は，各自のレベルに合
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わせ，バイエル60番以降，ブルクミュラー25の練習曲（以下ブルクミュラーとする），ソナチ
ネアルバム（以下ソナチネとする），ソナタアルバム（以下ソナタとする）の中から任意の曲
を練習しておくことを課題としている。
入学後，第1回目の講義で入学前に取り組んだ課題の確認として，バイエル60番以上を演奏
する。
2．ピアノ実技科目
本学科で設置しているピアノ実技科目と開講時期は，以下のとおりである。
 器 楽 Ⅰ 1年前学期
 器 楽 Ⅱ 1年後学期
 器楽応用 2年前学期
いずれも保育士養成課程，教職課程の必修科目である。教材は，バイエル，ブルクミュラー，
ソナチネ，ソナタ，保育所・幼稚園・小学校歌唱教材を使用し，各科目とも学生の進度に応じ
た個人指導としている。
3．履修目標
各科目の履修目標は，以下のとおりである。
 器楽Ⅰ
音楽の基礎知識，鍵盤楽器の基礎技能，演奏基礎技能の習得と音楽に対する意欲の向上を目
指し，初心者はバイエル修了を目標とする。
 器楽Ⅱ
器楽Ⅰで習得した基礎技能をもとに，より高いピアノ演奏技能，表現力の向上を目指し，ブ
ルクミュラーの修了，弾き歌いの導入を目標とする。
 器楽応用
さらにピアノ技術力，表現力，音楽性を深め，弾き歌いや伴奏実技の向上を目指し，実践力
をつける。ソナチネまたはソナタから選択した楽曲および保育所・幼稚園・小学校歌唱教材の
弾き歌いができることを目標とする。
4．試験曲
各科目の平成28年度の試験曲は，以下のとおりである。いずれも暗譜で演奏することとして
いる。
 器楽Ⅰ
任意の楽曲1曲
148
 器楽Ⅱ
①任意の楽曲1曲
②弾き歌い2曲（A群，B群よりそれぞれ任意の1曲を選曲）
A群 おはよう（増子とし 作詞・本田鉄磨 作曲）
おべんとう（天野蝶 作詞・一宮道子 作曲）
おかえりのうた（天野蝶 作詞・一宮道子 作曲）
B群 うみ（林柳波 作詞・井上武士 作曲）
かたつむり（文部省唱歌）
ひらいたひらいた（わらべうた）
春がきた（高野辰之 作詞・岡野貞一 作曲）
夕やけこやけ（中村雨紅 作詞・草川信 作曲）
 器楽応用
①任意の楽曲1曲
②任意の弾き歌い2曲
5．進度表
積極的かつ自主的な学習意欲をうながすために，毎回の講義終了時，学習した内容や課題を
記入させる進度表を活用し，現在の進度の把握と振り返りをおこなう。
Ⅲ 器楽応用について
2年前学期に履修する器楽応用は，ピアノ実技演習の最終科目として設定されている。2年
前学期におこなう教育実習（5～6月）と保育所実習（8～9月），さらに就職活動に向けた
指導も取り入れなければならない。授業は1コマ90分で指導者1人あたり6～7名の学生を担
当している。学生1人あたりのレッスン時間は10～15分と短いが，その中で楽曲と弾き歌いの
指導をおこなっている。器楽Ⅰ，器楽Ⅱで学んだ基礎技術をもとに，演奏技術，歌唱技術，伴
奏法，楽典，読譜力，表現力など，多岐にわたる知識と技術を習得させなければならない。
Ⅳ 調 査
1．調査対象・実施年月
2016年度前学期「器楽応用」を履修したこども学科2年の学生を対象とした。調査は2016年
11月に実施し，101名の回答が得られた。
2．調査方法
無記名によるアンケート形式で選択項目と自由記述の内容でおこなった。
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3．調査項目
調査項目は以下のとおりである（選択項目形式：A，自由記述形式：B）
 器楽Ⅰレッスンスタート時の曲を教えてください。（A）
 器楽応用の試験曲（楽曲・弾き歌い）を教えてください。（A，B）
 器楽応用では，楽曲，弾き歌いの練習は同じようにできましたか。または，どちらかに
時間がかかりましたか。（A，B）
 器楽応用のための練習はどのくらいの頻度でしていましたか。（A）
 1日の練習時間はおおよそどのくらいでしたか。（A）
 弾き歌いの指導を受けて，音楽力を高めることができましたか。達成度を具体的に書い
てください。（A，B）
 歌で取り組んだ練習内容はどのようなことですか。（A）
	 ピアノ伴奏について学んだことはどのようなことですか。（B）

 弾き歌いで難しかったことはどのようなことですか。（A）
 進度表はレッスンを進めていくにあたり，振り返りや課題の確認など，どの程度活用し
ましたか。（A，B）
 教育実習，保育所実習で弾き歌いをする機会はありましたか。あった場合はおおよその
回数・曲名を教えてください。（A，B）
 実習を終えて，保育者・教育者としてピアノや弾き歌いの技術習得についての考えに変
化はありましたか。その理由も書いてください。（A，B）
 器楽応用終了後，就職試験や卒業後に向け，ピアノや弾き歌いの自主学習はどれくらい
していますか。（A，B）
 器楽Ⅰ・器楽Ⅱ・器楽応用をとおして，保育者・教育者に必要と思われるピアノ・弾き
歌いの技術・知識の基礎を習得することはできましたか。自己評価してください。（A）
 器楽Ⅰ・器楽Ⅱ・器楽応用をとおして，楽譜を読む力は変化しましたか。（A）
Ⅳ 結 果 と 考 察
調査項目の結果を表1に示す。器楽Ⅰレッスンスタート時の曲は，①「バイエル59番以下」
7.9％，②「バイエル60～89番」57.4％，③「バイエル90番以上」2.0％，④「ブルクミュラー」
9.9％，⑤「ソナチネ」21.8％，⑥「ソナタ」
1.0％であった。初心者が多いため，バイエ
ルを演奏した学生は，①②③を合わせると
67.3％であった。中でも，②「バイエル60～
89番」が多いが，入学前学習として，バイエ
ル60番までを練習しておくことを課題にして
いるため，毎年，初心者の多くはバイエル60
150
表1 器楽Ⅰレッスンスタート時の曲 ［％（人）］
①バイエル59番以下 7.9（ 8）
②バイエル60～89番 57.4（58）
③バイエル90番以上 2.0（ 2）
④ブルクミュラー 9.9（10）
⑤ソナチネアルバム 21.8（22）
⑥ソナタアルバム 1.0（ 1）
番を演奏している。しかし，レッスン時に入学前の取り組みについて確認すると，第1回目の
講義でバイエル60番以上を演奏するという課題があるため，59番以前の曲をほとんど取り組ま
ずに，60番のみ練習してきたという学生がいるのも事実である。また，小学校，中学校で学習
しているであろう音符の知識や読譜力が身についていない学生が多いことも事実である。ピア
ノは右手，左手の指がそれぞれ独立した動きをし，且つ両手を合わせて演奏して音楽を作り上
げていかなければならない。59番以前には，そのような各手の指の動きをトレーニングする要
素が盛り込まれた曲が並んでおり，また，主要三和音を中心とした和声感を身につけられる曲
も並んでいる。入学前学習課題については，今後に向け，検討が必要と考えられる。
調査項目の結果を表2に示す。器楽応用の試験曲について，楽曲は①「バイエル59番以下」
0.0％，②「バイエル60～89番」1.0％，③「バイエル90番以上」4.0％，④「ブルクミュラー」
48.5％，⑤「ソナチネ」38.6％，⑥「ソナタ」
7.9％であった。器楽応用の達成目標として
掲げている楽曲（ソナチネ，ソナタ）に達し
た学生は，⑤と⑥を合わせると46.5％となり，
5割に達していないことがわかる。しかし，
ブルクミュラーの曲集の中には，保育者・教
育者として必要な技術を要する曲も多く含ま
れていることを考えると，④⑤⑥を合わせる
と95.0％となる。調査項目の結果で，レッ
スンスタート時がバイエルだった学生は67.3
％であったが，1年半のピアノ実技演習にお
いて，技術を上達させていることがうかがえ
る。一方，ブルクミュラーに達することがで
きなかった②と③の学生は5.0％おり，更な
る指導の強化の必要性を認識し，指導のあり
方について検討すべきと考える。弾き歌いの
曲については，器楽Ⅱで選択曲としている曲
が保育・教育現場で使用される頻度が多いた
めか，器楽Ⅱの試験時に演奏しなかった曲を
選択した学生が多く見受けられる。
調査項目の結果を表3に示す。①「楽曲
の練習に時間がかかった」57.4％，②「弾き
歌いの練習に時間がかかった」19.8％，③
「両方とも同じくらいだった」22.8％であっ
た。①と回答した学生は6割弱であったが，
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表2 器楽応用試験曲
楽曲 ［％（人）］
①バイエル59番以下 0.0（ 0）
②バイエル60～89番 1.0（ 1）
③バイエル90番以上 4.0（ 4）
④ブルクミュラー 48.5（49）
⑤ソナチネアルバム 38.6（39）
⑥ソナタアルバム 7.9（ 8）
弾き歌い（上位11曲）
・おかえりのうた ・しあわせなら手をたたこう
・おはよう ・春がきた ・おべんとう ・うみ
・手をたたきましょう ・あめふりくまのこ
・大きな栗の木の下で ・かたつむり ・さんぽ
表3 楽曲，弾き歌いの練習時間のかけ方［％（人）］
①楽曲の練習に時間がかかった 57.4（58）
理由（要約・抜粋）
・楽曲の方が難しかったから
・暗譜するのが難しかったから
・弾き歌いは知っている曲だったから
・音楽記号を表現するための練習をしたから
・楽曲は細かい表現が多いから
・弾き歌いは得意だから
②弾き歌いの練習に時間がかかった 19.8（20）
理由（要約・抜粋）
・弾きながら歌うのが難しかったから
・歌唱が難しかった
・歌うのが苦手だから
・伴奏が難しくアレンジをしたりして修正したから
③両方とも同じくらいだった 22.8（23）
理由（要約・抜粋）
・両方とも難しかったため
・弾きながら歌うのが難しかったから
・まんべんなく練習しようと思ったから
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その理由として，「楽曲の方が難しかったから」「暗譜するのが難しかった」などの回答が多く
みられた。また，「弾き歌いは知っている曲だったから」という回答があり，知らない楽曲に
取り組むことの難しさを感じていることもうかがえる。一方，「音楽記号を表現するための練
習をしたから」「楽曲は細かい表現が多いから」という回答があり，音楽を追求することの重
要性を見出す学生がいることは興味深いことである。②の理由としては，「弾きながら歌うの
が難しかったから」が多く，「歌唱が難しかった」「歌うのが苦手だから」などがあった。③の
理由としては，「両方とも難しかったため」などのほか，②同様「弾きながら歌うのが難しかっ
たから」という回答があった。レッスンにおいても，歌うとピアノの演奏がつまずいてしまう
学生は多く，歌の声量が弱い学生もみられる。保育・教育現場では，弾き歌いの技術は必要不
可欠であり，日々の活動の中で実践する場面は多いため，弾き歌いの技術を早く身につけるた
めには，現在，器楽Ⅱから弾き歌いに取り組んでいるが，器楽Ⅰから主要三和音を用いた簡易
伴奏での弾き歌いなどを取り入れ，練習を重ねていくことも検討する必要があると考える。
調査項目の結果を表4，調査項目の結
果を表5に示す。調査項目器楽応用のため
の練習頻度について，①「毎日」1.0％，②
「週に4～5日」8.9％，③「週に2～3日」
66.3％，④「週に1日」19.8％，⑤「ほとん
どしなかった」4.0％であった。調査項目
1日の練習時間について，①「15分未満」
9.9％，②「15～30分未満」31.7％，③「30
～45分未満」37.6％，④「45～60分未満」
17.8％，⑤「60分以上」3.0％であった。科
目の目標を達成するためには，短いレッスン
時間だけでは上達することは難しく，授業以
外の自主練習が不可欠であるが，週に2～3日以下の練習と回答した学生が約9割という結果
から，学生の自主練習意識の低さがうかがえる。他科目の授業準備や課題，部活動など，学生
はさまざまなことに取り組まなければならないが，日々の生活を見つめ直し，時間を捻出する
ことが必要ではないかと考える。併せて，指導の方法と有効な時間活用の工夫提示を早急に検
討する必要があると考える。
調査項目の結果を表6に示す。弾き歌いの指導を受けて，音楽力を高めることができたか
についての自己評価達成度は，①「90～100％」3.0％，②「80～89％」20.8％，③「70～79％」
38.6％，④「60～69％」24.8％，⑤「50～59％」7.9％，⑥「50％未満」4.9％であった。①②
③④を合わせると，自己評価60％以上と答えた学生は87.2％と約9割弱がおおむね音楽力向上
を実感していることがうかがえる。それぞれの回答理由の中には，「人前で大きな声で歌える
ようになった」「歌いながら弾けるようになった」「歌詞の意味を味わいながら弾き歌いできる
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表4 器楽応用のための練習頻度 ［％（人）］
①毎日 1.0（ 1）
②週に4～5日 8.9（ 9）
③週に2～3日 66.3（67）
④週に1日 19.8（20）
⑤ほとんどしなかった 4.0（ 4）
表5 1日の練習時間 ［％（人）］
①15分未満 9.9（10）
②15～30分未満 31.7（32）
③30～45分未満 37.6（38）
④45～60分未満 17.8（18）
⑤60分以上 3.0（ 3）
ようになった」「発声の指導を受け，歌いや
すくなった」など，技術が向上したことがあ
る一方，「声量がなかなか大きくならない」
「堂々と歌うことができなかった」「人前で歌
うことに抵抗がある」などの回答があり，歌
にかんする苦手意識を克服させる指導をおこ
なっていく必要があると考える。
調査項目の結果を表7に示す。歌で取り
組んだ練習内容は，①「発声」63.4％，②
「音程」63.4％，③「歌詞の理解」14.8％，
④「表現力」19.8％，⑤「その他」3.0％で
あった。大きく響きのある声で正確な音程で
歌えるようになるための練習に時間を費やし
ていたことがわかる。また，その他と回答し
た理由にもあるが，聴いている人に伝わるよ
うな発音の大切さを理解していることがうか
がえる。
調査項目の結果を表8に示す。ピアノ伴
奏について学んだことは，「強弱などの楽語
や歌詞のイメージなど，表現豊かに演奏する
こと」がもっとも多く，楽譜を正確に読むこ
とや曲のイメージを感じて表現する大切さを
学んだことがうかがえる。次に，「歌とピア
ノの音量のバランスを考えること，自分の歌っ
ている声よりピアノを強く弾かないこと」が
多く，弾き歌いは歌が主となることから，歌
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表6 弾き歌いの指導を受けた音楽力向上の達成度
［％（人）］
①90～100％ 3.0（ 3）
理由（要約・抜粋）
・歌いながら弾けるようになった
・たくさん歌うことができた
②80～89％ 20.8（21）
理由（要約・抜粋）
・人前で大きな声で歌えるようになった
・歌いながら弾けるようになった
・発声や発音について学ぶことができた
・歌とピアノの音量のバランスを学んだ
・子どもに合わせた歌い方・弾き方などを学んだ
③70～79％ 38.6（39）
理由（要約・抜粋）
・人前で大きな声で歌えるようになった
・歌いながら弾けるようになった
・大きな声で歌えるようになった
・歌とピアノの音量のバランスを学ぶことができた
・声量がなかなか大きくならない
④60～69％ 24.8（25）
理由（要約・抜粋）
・歌いながら弾けるようになった
・少し声が大きく出せるようになった
・人前で歌えるようになった
・大きな声で歌えるようになった
・周りを見て弾き歌いできるようになりたかった
・伴奏に集中すると，歌がしっかり歌えない
⑤50～59％以下 7.9（ 8）
理由（要約・抜粋）
・人前で歌えるようになった
・伴奏に集中すると，歌がしっかり歌えない
・人前だと緊張してしまう
⑥50％未満 4.9（ 5）
理由（要約・抜粋）
・堂々と歌うことができなかった
・人前で歌うことに抵抗がある
表7 歌で取り組んだ練習内容（複数回答可）
［％（人）］
①発声 63.4（64）
②音程 63.4（64）
③歌詞の理解 14.8（15）
④表現力 19.8（20）
⑤その他（滑舌・発音ほか） 3.0（ 3）
表8 ピアノ伴奏について学んだこと（要約・抜粋）
［％（人）］
・強弱などの楽語や歌詞のイメージなど，表現豊
かに演奏すること
・歌とピアノの音量のバランスを考えること，自
分の歌っている声よりピアノを強く弾かないこと
・子どもが歌いやすい一定のテンポで弾くこと
・リズムを正確に弾くこと
・メロディを間違えないで演奏すること
・多少間違えても止まらないで演奏すること
・完璧に弾くこと
・簡単なアレンジであれば，少しの練習で弾ける
ようになった
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とピアノの音量のバランスを意識しなければならないことを学んだことがうかがえる。また，
「子どもが歌いやすい一定のテンポで弾くこと」「リズムを正確に弾くこと」「メロディを間違
えないで演奏すること」「多少間違えても止まらないで演奏すること」「完璧に弾くこと」など
の回答があり，保育・教育者の演奏は，子どもの手本となるため，途中で止まったり，間違っ
たリズムやメロディを演奏してはならないことや，子どもの発達に合わせた歌いやすいテンポ
を考えながら演奏する大切さを学んだことがわかる。さらに，「簡単なアレンジであれば，少
しの練習で弾けるようになった」という回答があり，原曲通りではなく，学生のレベルに合わ
せて，簡易伴奏に編曲された楽譜や，コードや単音伴奏を用いることで弾ける自信がつき，学
生の練習意欲が高まることがうかがえる。
調査項目の結果を表9に示す。弾き歌い
で難しかったことの具体的内容は，⑥「ピア
ノと歌を同時に演奏すること」が最も多く
60.4％であり，続いて，⑤「大きな声で歌う
こと」52.5％，③「止まらずに演奏すること」
37.6％であった。経験者でもピアノと歌を同
時に演奏することが難しく感じるということ
は，初心者にとってはそれ以上に難しいこと
であり，さらに止まらずに大きな声で歌うこ
とは極めて困難と感じていることであろう。
しかし，弾き歌いができるようになるために
は，反復練習を続けるトレーニングが欠かせない。また，約2割の学生が，②「左手の伴奏を
楽譜通りに弾くこと」を選択しており，調査項目の回答にもあったように，学生のレベルに
合わせた伴奏法と効果的なトレーニングを導く指導が必要であることがわかる。左手は簡易伴
奏を用いたとしても，右手のメロディは変えられないことから，①「右手のメロディを正確に
弾くこと」21.8％，④「歌を正確な音とリズムで歌うこと」29.7％を選択した学生もおり，正
確な音とリズムにかんして，難しさを感じる回答も多くみられる。特に，リズムにかんしては，
器楽Ⅱの試験課題である「おはよう」「おべんとう」「おかえりのうた」の旋律に出てくる付点
8分音符＋16分音符のリズムを習得することが難しい学生が毎年いる。先述したとおり，子ど
もの手本となる正確な演奏をしなければならないため，レッスンでは旋律のリズムを手で打つ，
リズム唱をする，などして修正していくことがある。
調査項目の結果を表10に示す。進度表の活用について，①「大変よく活用した」3.0％，
②「やや活用した」57.4％，③「どちらともいえない」16.8％，④「あまり活用しなかった」
16.8％，⑤「全く活用しなかった」6.0％であった。①と②を合わせると，60.4％となり，約6
割の学生が活用したと回答したことになる。平成27年度，器楽Ⅰ・Ⅱで同様の調査をおこなっ
た結果で「活用した」と回答した学生は84.3％3）であったことから，活用した学生が減少した
154
表9 弾き歌いで難しかったこと（複数回答可）
［％（人）］
①右手のメロディを正確に弾くこと 21.8（22）
②左手の伴奏を楽譜通りに弾くこと 17.8（18）
③止まらずに演奏すること 37.6（38）
④歌を正確な音とリズムで歌うこと 29.7（30）
⑤大きな声で歌うこと 52.5（53）
⑥ピアノと歌を同時に演奏すること 60.4（61）
⑦表現豊かに演奏すること 31.7（32）
⑧ピアノの楽譜を覚えること 13.9（14）
⑨歌詞を覚えること 11.9（12）
⑩その他（テンポを保つことほか） 2.0（ 2）
ことがわかる。「どちらともいえない」を含
む活用しなかった学生の理由としては，「あ
まり見返すことはなかった」「課題は楽譜に
書きこんでいたから」「課題は覚えていたの
で，表を改めてみることはあまりなかった」
などの回答があり，課題や反省を明文化し，確認して自主練習や次回のレッスンにつなげると
いう意識が月日が経つごとに薄れていったのではないかと推察される。レッスンで指導された
内容を直後に言葉で書くことにより，自己の弾き方が具体的にどのような改善が必要なのかを
明確にすることができる。レッスンや練習状況を自分自身で把握させ，自己管理させるために
活用方や記入の仕方の指導を改めるとともに，書式の工夫について検討する必要性がある。
調査項目の結果を表11に示す。教育実習で弾き歌いをする機会は，①「0回」33.7％，②
「1回」6.9％，③「2～3回」12.9％，④「4～5回」11.9％，⑤「6～9回」7.9％，⑥「10
～19回」16.8％，⑦「20回以上」9.9％であった。一方，保育所実習で弾き歌いをする機会は，
①「0回」54.5％，②「1回」15.8％，③「2～3回」14.8％，④「4～5回」3.0％，⑤「6～
9回」3.0％，⑥「10～19回」3.0％，⑦「20回以上」4.0％であった。実習施設により，回数の
ばらつきはあるものの，毎日，弾き歌いをしていた学生もいた。しかし，教育実習では約3割
強，保育所実習では約5割強の学生が弾き歌いを経験することがなかったこともわかり，弾き
歌いが苦手な学生にとっては心労が少なかったかもしれないが，これまでピアノに向き合って
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表11 教育実習・保育所実習での弾き歌い
教育実習 ［％（人）］
①0回 33.7（34）
②1回 6.9（ 7）
③2～3回 12.9（13）
④4～5回 11.9（12）
⑤6～9回 7.9（ 8）
⑥10～19回 16.8（17）
⑦20回以上 9.9（10）
曲名（上位9曲）
・おはよう ・おかえりのうた ・おべんとう
・さよならのうた ・お祈りの歌，賛美歌
・園歌 ・朝の歌（曲名未記入）
・しあわせなら手をたたこう ・お当番のうた
保育所実習 ［％（人）］
①0回 54.5（55）
②1回 15.8（16）
③2～3回 14.8（15）
④4～5回 4.9（ 5）
⑤6～9回 3.0（ 3）
⑥10～19回 3.0（ 3）
⑦20回以上 4.0（ 4）
曲名（上位9曲）
・おはよう ・おかえりのうた ・おべんとう
・おやつのうた ・じゃんけん列車
・線路は続くよどこまでも ・とんぼのめがね
・なみとかいがら ・やきいもグーチーパー
表10 進度表の活用 ［％（人）］
①大変よく活用した 3.0（ 3）
理由（要約・抜粋）
・今の自分の課題がわかりやすいから
②やや活用した 57.4（58）
理由（要約・抜粋）
・振り返って課題や反省を明確にし，次回のレッ
スンのための練習に生かしたから
・自分の取り組んだ課題や内容が把握できるから
③どちらともいえない 16.8（17）
理由（要約・抜粋）
・あまり見返すことはなかった
・課題は楽譜に書きこんでいたから
④あまり活用しなかった 16.8（17）
理由（要約・抜粋）
・課題は覚えていたので，表を改めて見ることは
あまりなかったから
・課題は楽譜に書きこんでいたから
⑤全く活用しなかった 6.0（ 6）
理由（要約・抜粋）
・課題は覚えていたので，表を改めて見ることは
あまりなかったから
橋本･石田･佐々木･砂田･中川･野末･前田･村上･浅沼･澤田：ピアノ学習における音楽力向上の現状と課題
きた学生の学習経験を生かす貴重な機会がな
かったことは残念である。弾き歌いをおこなっ
た曲については，教育実習，保育実習とも上
位3曲は，器楽Ⅱで取り組んでいる「おはよ
う」「おかえりのうた」「おべんとう」である
ため，引き続き，実習前の課題として取り組
むべきであると考える。その他，さまざまな
子どものうたの回答があったが，教育実習で
は，園歌やお祈りの歌・賛美歌なども多い。
調査項目の結果を表12に示す。実習を終
え，ピアノや弾き歌いの技術習得についての
考えは，①「実習前より技術を高めたいとい
う気持ちが高くなった」79.2％，②「実習前
とあまり変わらない」19.8％，③「実習前よ
り技術を高めたいという気持ちが低くなった」
1.0％であった。約8割の学生が技術を高め
たいという気持ちが高まったと回答しており，その理由には，「子どもたちと一緒に楽しく音
楽活動をしたいから」「保育者に必要な技術と実感したから」「実習先の先生方が子どもたちの
前で楽しそうに弾いていたから」「子どもたちに喜んでもらえるから」などがあり，実習での
体験により，子どもや職員から影響を受け，さらに音楽に向き合う姿勢を生み，子どもと音楽
を通してさまざまなことを共感したいという気持ちが高まったことがわかる。実習は，子ども
の心の発育や人間関係を深めるために音楽が不可欠であり，保育・教育者がそれを担っている
と気づくことができる契機となっていることがうかがえる。
調査項目の結果を表13に示す。器楽応用終了後の自主学習について，①「毎日」2.0％，
②「週に4～5日」4.0％，③「週に2～3日」13.9％，④「週に1日」4.9％，⑤「1ヶ月に
数回」39.6％，⑥「全くしていない」35.6％であった。調査項目の結果に反して，器楽応用
が終了した2年後学期の自主学習の取り組みは，積極的でないことがわかる。就職試験や就職
先となる保育・教育現場でピアノは必要不可欠であることはわかっていても，「授業がなくな
ると，弾く機会がなくなり，意欲が低下したため」「何を練習すればよいのかわからない」な
どの理由で，ピアノに向き合う気持ちが低迷していることがうかがえ，非常に残念な結果であ
る。ピアノに限らず，技術を高めるためには，自己と向き合い，日々の努力と忍耐を要するも
のである。1年半かけて身につけた技術力を低下させることなく，常に向上させていこうとす
る心の在り方もレッスンでは指導していきたいと考える。
調査項目の結果を表14に示す。器楽Ⅰ・器楽Ⅱ・器楽応用をとおして，保育者・教育者に
必要と思われる技術・知識習得の自己評価について，ピアノ演奏の基礎技術の習得は，①「よ
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表12 実習後の技術習得の考えの変化 ［％（人）］
①実習前より技術を高めたいという
気持ちが高くなった
79.2（80）
理由（要約・抜粋）
・子どもたちと一緒に楽しく音楽活動をおこない
たいから
・保育者に必要な技術と実感したから
・実習先の先生方が子どもたちの前で楽しそうに
弾いていたから
・子どもたちに喜んでもらえるから
・子どものうたをたくさん覚えたいから
・うまく弾けないと，子どもが困ってしまうから
・人前で堂々と弾けるようになりたいから
②実習前とあまり変わらない 19.8（20）
理由（要約・抜粋）
・実習でピアノを弾かなかったから
・保育者にとって当たり前の技術だと思うから
・これまで通り頑張りたいと思ったから
・実習園で先生方がピアノを弾いている姿を見な
かったから
③実習前より技術を高めたいという
気持ちが低くなった
1.0（ 1）
理由
・実習が無事に終わって安心したから
くできた」28.7％，②「ややできた」56.4％，
③「どちらともいえない」9.9％，④「あま
りできなかった」5.0％であった。弾き歌い
の基礎技術の習得は，①「よくできた」19.8
％，②「ややできた」66.3％，③「どちらと
もいえない」8.9％，④「あまりできなかっ
た」5.0％であった。歌唱の基礎技術の習得
は，①「よくできた」15.8％，②「ややでき
た」58.4％，③「どちらともいえない」19.8
％，④「あまりできなかった」6.0％であっ
た。楽典の基礎知識の習得は，①「よくでき
た」20.8％，②「ややできた」54.5％，③「どちらともいえない」18.8％，④「あまりできな
かった」5.9％であった。自己評価ではあるが，ピアノ演奏，弾き歌いの基礎技術の習得は，
概ねできたと答えた学生が多いが，歌唱技術と楽典については，どちらともいえないを含め，
あまりできなかった学生が約25％近くいたことがわかった。歌唱，楽典については，指導の工
夫と強化について検討し，他の音楽関連科目との連携についても必要性が大いにあると考える。
調査項目の結果を表15に示す。器楽Ⅰ・器楽Ⅱ・器楽応用をとおして，楽譜を読む力につ
いて，①「ずいぶん上達した」16.8％，②「少し上達した」67.3％，③「変わらない」14.9％
であった。①と②を合わせると，約85％近くの学生が上達したと回答したことになる。レッス
ンで培った読譜力を衰えさせることなく，今後レパートリーを広げるときに生かしてほしいと
願う。
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表13 器楽応用終了後の自主学習 ［％（人）］
①毎日 2.0（ 2）
理由（要約・抜粋）
・就職試験でピアノの課題があるため
②週に4～5日 4.0（ 4）
理由（要約・抜粋）
・就職試験でピアノの課題があるため
・就職希望先の園は活動の中にピアノをたくさん
取り入れているため
③週に2～3日 13.9（14）
理由（要約・抜粋）
・弾けなくならないようにするため
・就職試験でピアノの課題があるため
・働いてからもすぐに弾くことができるようにす
るため
・毎日練習できる時間の余裕がないため
④週に1日 4.9（ 5）
理由（要約・抜粋）
・レパートリーを増やすため
・練習できる時間の余裕があまりないため
⑤1ヶ月に数回 39.6（40）
理由（要約・抜粋）
・授業がなくなると，弾く機会がなくなり，意欲
が低下したため
・何を練習すればよいのかわからない
・弾きたい気分になった時のみ練習している
・ピアノが苦手なため
⑥全くしていない 35.6（36）
・授業がなくなると，弾く機会がなくなり，意欲
が低下したため
・何を練習すればよいのかわからない
・就職活動など，他に優先しなければならないこ
とがあり，時間的余裕がない
・実習でピアノを弾く機会が全くなかったため
・ピアノを必要としない就職先を希望しているため
表14 ピアノ・弾き歌いの基礎技術・知識の習得
［％（人）］
ピアノ
弾き
歌い
歌唱 楽典
①よくできた
28.7
（29）
19.8
（20）
15.8
（16）
20.8
（21）
②ややできた
56.4
（57）
66.3
（67）
58.4
（59）
54.5
（55）
③どちらとも
いえない
9.9
（10）
8.9
（9）
19.8
（20）
18.8
（19）
④あまりでき
なかった
5.0
（5）
5.0
（5）
6.0
（6）
5.9
（6）
表15 楽譜を読む力の変化 ［％（人）］
①ずいぶん上達した 16.8（17）
②少し上達した 67.3（68）
③変わらない 14.9（15）
④無回答 1.0（ 1）
橋本･石田･佐々木･砂田･中川･野末･前田･村上･浅沼･澤田：ピアノ学習における音楽力向上の現状と課題
Ⅵ ま と め
本研究では，学生の入学前学習課題から器楽応用終了後の卒業するまでの現状と課題が明ら
かになった。ピアノ演奏技術と音楽力を高めるためには，長期にわたる継続した練習が必要で
あり，1年半履修した成果として，大半の学生がピアノや弾き歌いの演奏技術が上達したとい
う意識を持てたことを把握することができた。一方，入学前学習の内容，進度表の活用，弾き
歌い導入時期，2年後学期の自主課題，などについては，課題が浮き彫りになったため，早期
に具体的な改善が必要である。また，歌唱技術や楽典の知識については，ピアノ実技演習での
指導強化はもちろんのこと，音楽関連科目との連携をはかり，保育者・教育者に求められる総
合的な音楽スキルを身につけさせ，子どもと楽しい音楽活動をしたいと常に向上心と意欲が持
てる学生の育成の研究を深め，引き続き取り組んでいきたい。
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